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） 【事業所の優れている点】
◇職員の資質向上に向けた研修体制
　内部研修として感染症知識と対応実技、地域避難訓練への対応、虐待チェック自
己点検、ケアプラン作成、理念の読み合わせ、外部研修として認知症、倫理・法令
順守、接遇マナー、尊厳維持とプライバシー、リスクマネジメント等、様々なテー
マに関する研修に職員が参加し資質向上を目指している。介護職員初任者研修を終
了した職員がいる。
◇事業所通信、法人発行季刊紙を通じて家族に利用者情報提供
　コロナ対応で面会制限がある中、毎月発行の事業所通信で利用者の日常生活状況
や事業所の行事について写真やコメントで詳細に情報提供し、家族に安心しても
らっている。法人発行の季刊紙で、事業計画、活動方針、感染症対策等の季節の注
意事項、訪問看護の内容等、事業所の基本的考えや活動状況を家族をはじめ関係者
に発信し理解を得ている。
【事業所が工夫している点】
◇コロナ禍における地域との交流継続
　敷地内の畑や果樹の手入れ、維持の為に地域住民ボランティアが来所し、利用者
は収穫を楽しんでいる。好天時には散歩をして地域住民と挨拶を交わし、地域との
関係を維持している。地域の防災訓練に職員が参加し、災害時に消防団が協力する
関係を作っている。
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【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

　日本の在来工法で建てられた2階建ての建物は、神奈川県産の檜や杉の木がふんだ
んに使われていて、入居者様がほっとできる空間になっています。また建物は、雑木
林や竹林に囲まれ遠くに富士山眼下には蛇行する恩田川と田園風景が眺められ自然豊
かな環境に恵まれています。
庭の畑は、1年を通して野菜が採れ、新鮮な野菜が食され入居者さんからは美味しい
と評判です。
ホームの生活は個人の思いや今までの暮らしがなるべく継続できるように努め、たと
えばコロナ禍でも感染数が少ない時に子供や孫宅に外泊をする事もしました。
天候によりできない時もありますが、出来る時は散歩にも出かけ、地元の馴染みの方
や保育園の園児さんや老人会のゲートボールを見ながら歩き、遠目であいさつを交わ
す等、地域と交流が途切れないようにしています。

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

 ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部
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令和 4年度

事 業 所 番 号 1473300612
事業の開始年月日 平成16年2月1日



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ◎ 1，ほぼ全ての家族と

◎ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

◎ 3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ◎ 4．ほとんどない

58 ◎ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ◎ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

◎ 2，利用者の2/3くらいが ◎ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ◎ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

◎ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ◎ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ◎ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ◎ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム友宝

そよかぜ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

元々、建物の持ち主は地元の方、管
理会社も地元です。日常は、地元の
八百屋、歯科医院、お店等利用し、
日々の散歩時に地元の方や、保育
園、交番の方等と挨拶会話がある。

・自治会に加入している。コロナ対
応で地域行事の機会はないが、利用
者は散歩の機会に地域住民と挨拶を
交わし、地域住民のボランティアが
事業所内の畑や庭の手入れを続けて
いる。

・諸手続き、相談、行政上の諸情報
把握等、区職員と連携をしている。
・市のグループホーム連絡会にWeb方
式(コロナ対応)で年3～4回参加し、
行政や他事業所との意見交換、研修
を行っている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

いつでも確認できるように相談室に
掲示されている。おりにふれミー
ティングで話し合いをして実践につ
なげる様努めている。やすらぎと穏
やかな環境で共同生活が出来る様見
守り支援する事を心掛けている。全
員周知とまで入っていない。

・「我が家、意思の尊重、地域、
チームワーク、育ち合い、家族の安
心」をキーワードとし、創業時に職
員が参加して作成した。
・事業所理念を各階に掲示し、ミー
ティングの際に基本に帰るようにし
ている。

コロナ禍でこの2年、認知症キャラバ
ンメイトの活動も途絶えていたが、
徐々に地域包括支援センターと協力
し、地域に向けたズームで見学会を
し、認知症対応の方法などの紹介を
している。

現在は、コロナ禍なので、安全を取
り、2か月に1回の書面介護で開催し
ている。質問・アンケート用紙を同
封し、返信をしてもらっている。陽
性者が出ても感染者は出さずにいる
ので、評価をいただき、励ましの言
葉が届いている。

・家族代表、町内会会長、老人会会
長、民生児童委員、地域包括職員、
区職員を構成員とし、コロナ対応と
して書面方式で2か月毎に開催してい
る。
・様々な情報や意見等を返信用紙で
受け、運営の参考にしてる。

入居相談、生活保護の入居者の生活
の仕方等について相談を受け改善を
図っている。また、後見制度の活用
についての相談をしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

自立支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会はあり、実際に成年後見
人制度を利用している入居者は、複
数いる。

玄関の施錠は行わず入居者の行動も
職員都合で拘束しない様努めてい
る。研修を受け,ミーティングやカン
ファレンス等で話し合っている。年1
回、自己点検できる機会も設け身体
拘束をしないケアをしています。

・毎月の合同会議(理事長、管理者、
ユニットリーダー等参加)で身体拘束
適正化について検討し、職員に検討
結果を周知している。
・職員は年1回の自己点検を通じて身
体拘束禁止の重要性を再確認してい
る。

日々の申し送りや話し合いの中で入
居者の虐待になっていないか注意を
払い防止に努めている、自己点検を
年に1回行っている。が一部、認識の
薄い職員もいるので、不適切なケア
防止の為に改善をしていく。

・毎月の合同会議で虐待防止につい
て意見交換し、ケア実務に反映して
いる。
・職員は年1回の自己点検を通じて虐
待防止の重要性を再確認している。
不適切対応と感じた場合は職員間で
注意し合っている。

入居時は、見学・面接・契約時、そ
して、入居までの間に些細な事でも
気軽に何回でも相談を受けられるよ
うな対応をしている。退去時におい
ても、退去後ご本人やご家族が安心
出来る様に説明対応をしている。

利用料の支払い方法の改善、コロナ
禍での面会方法等、利用者ご家族後
見人からの要望を受け止め、運営に
反映させている。

・コロナ対応で家族面会制限(人数、
場所等)はあるが、家族や後見人の来
所時に意見や要望を把握し、運営に
反映している。
・利用料の振込み方法変更等の改善
事例がある。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

代表者は、年1～2回職員の意見や提
案を聞く機会を設け反映させてい
る。今年度は、職員の交流の提案が
あり、ユニット間の夜勤者同士の交
流を行った。

・理事長面談(年1回)、管理者やユ
ニットリーダーとの面談、諸会議を
通じて職員の意見・要望を把握して
いる。
・夜勤時の1、2階職員間の緊急連絡
用として、携帯呼び出しチャイムを
導入した事例がある。

年に1回の面談の機会を設け、職員の
状況を把握しようと努め、各自が向
上心を持って働ける様環境整備に努
めている。処遇改善金や最低賃金等
について丁寧な説明をしている。募
集をしているが、職員の人員数は余
裕がない状況が常時である。

・法人の就業規則に基づき運営して
いる。
・管理者、ユニットリーダーは職員
の意向を常時把握しており、職員の
ワークライフバランスに配慮してシ
フト配置を組んでいる。

管理者が、管理者も含め職員全員が
事業所内外の何らかの研修を受ける
機会を設けミーティング時に職員全
員に報告や、ケアの実際について話
しあうなどして育てる取り組みをし
ている。

・内部研修、外部研修を数多く企画
し、職員はこれ等に参加して自らの
資質向上を目指している。
・非常勤職員が介護職員初任者研修
の資格を得た事例がある。

管理者や職員は、地域包括支援セン
ター、行政、横浜グループホーム連
絡会、山下地域の同業者等と交流を
し、研修（オンライン）、情報共有
をして、サービスの向上に努めてい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前に、面会訪問等で聞き取りを
行い、入居者の情報を前もって職員
に周知している。入居から1週間は本
人と職員のやり取りを細かく記録す
るなどして本人が困っていることや
要望などを把握し関係づくりに努め
ている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

入居前の段階でご家族から、要望質
問を伺い、また、入居の初期の段階
でも、家族等が不安に思っている
事、要望等を気軽に話してもらう
よぅな対応をしている。

初期の段階で本人家族ケアマネー
ジャーと相談し、財政状況を踏まえ
ながら、持ち込み品、寄付品、医療
対応等を相談している。

新聞おりや食後のテーブル片付け洗
濯物たたみ等小さなことでも出来る
事はお願いしたり一緒にしたりして
支えあう関係づくりに努めている

来訪時や電話、ＦAX,メールにてホー
ムでの生活状況や病状を報告相談し
本人を支えていく関係づくりに努め
ている。入居者との会話の中で家族
の情報があった場合は、それを生か
して家族関係がスムーズにいくよう
支援をしている。

家族や親せき友人の関係が途切れな
い様、面会、電話、手紙等で繋がれ
る支援に努めている。コロナ禍の今
は、面会の制限があるが、感染者数
が少ない時に面会を再開する、面会
の内容等で判断する等、細かな対応
をしている。

・コロナ対応で自由な面会はできな
いが、電話、はがきを通じて友人・
知人との関係を継続すべく支援して
いる。利用者の馴染みの場所に車で
案内している。
・コロナ禍以前は地元のボランティ
ア仲間が来所していた。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

人見知りの方には職員が間にはいる
等入居者同士の関係性を把握しリビ
ング内のテーブル配置等の工夫、関
わりあえるようにしている。入居者
から他入居者の変化を職員に報告を
してくれることもあり、支えあえる
関係性づくりが築けている。

退去者のご家族から寄付品や毎年お
米を送ってい下さる方もいる。また
法人の会員や理事になって下さる方
もおり、逆に支援を頂いている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居時に、病院・前施設や家族・後
見人等から情報提供をいただき、一
人一人の生活歴や暮らし方の把握に
努めている

一人一人のその日の表情や健康状態
を観察し、現状を把握しながら、共
同生活の中でや、個人での暮らしが
気持ちよく過ごせる様に、目配り気
配りをして、支援している。

行動、言動、表情から今の思いを知
るように日々のかかわりを行ってい
る。困難になってきたときは、今の
様子、これまでの様子等本人の視点
に立って思いや意向の把握に努めて
いる。

・入所時のアセスメント、家族の情
報、利用者との日常会話を通じて思
いや意向を把握し、食事内容をはじ
め、日常生活に反映している。
・表明が困難な利用者には思いを推
定して意向確認をしている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

普段の関わりで得た情報や家族後見
人等のご意見なども取り入れ、ミー
ティング等で話し合い、現状に応じ
た支援を行っている。カンファレン
スを行いご本人の今の思い状況を把
握しプランに反映させている。

・毎月のケアカンファレンスに可能
な全職員が参加し、介護計画を見直
している。
・事前に医師、看護師、家族の意向
を確認し、立案した介護計画につい
て家族の承認を得ている。

介護計画の各項目の実施結果
について、複数職員が定期的
（1週間、2週間毎等）に記録
し、妥当性をより客観的に事
実確認する体制構築が期待さ
れます。

関わった職員が個人記録に記入し情
報共有するように努めケアプラン作
成の基本としている。

室内の清潔を保つ為・移送・車椅子
などの修理等に理事の方の協力を頂
いている。ホームの畑の野菜果物を
収穫し、保育園園児さんに渡し交流
を深める

隣の保育園とお付き合いがあり、散
歩時に合うと挨拶を交わしたりして
いる。

月2回の往診、週1回の訪問看護24時
間対応で連携が取れている。電話に
夜相談や緊急事態性もあり安心出来
る。専門医などへは職員が付き添い
通院している。

・利用者全員が事業所協力医を主治
医としている。
・内科医の月2回訪問診療、看護師の
毎週健康確認があり、24時間対応体
制がある。
・従来のかかりつけ医へは家族(緊急
時は職員)が付き添っている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

職員は日々の変化や気づきを看護師
に伝え適切な指示を仰ぎ入居者の身
体を第1に努めている。ちょっとした
ことでも気軽に相談できる関係もあ
る。

入院時は介護サマリーを病院に提供
している。入院状況、退院について
事前に病院より情報提供がある。

都度、家族、医療、後見人、職員間
で話し合いお互いに理解を確認し
あっている。そのうえで事業所とし
て方針を指し関係者ととともに支援
をしている。

・重度化した際の事業所方針を入所
時に説明し、重度化した場合は医
師、職員、家族が話し合って適切に
対応している。
・管理者は看取りに際しての職員の
心のケアを大切にしている。職員は
看取り体験者からOJT等を通じて対応
方法を学んでいる。

緊急時の連絡の仕方をわかりやすく
見やすい場所に提示している具体的
な応急処置の実践は今後訓練等を行
い身につける必要がある。

消防訓練など、コロナ禍でも机上訓
練をする等工夫をして行っている。
避難場所など全職員が理解してい
る。

・防災訓練は、夜間想定を含めて利
用者が参加して実施している。
・利用者と一緒にグルーホーム協会
の防災安全動画を視聴した。目標達
成の災害備蓄品点検を12月に予定し
ている。年１回の自治会の防災訓練
に参加している。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

訪室時はノックしお名前を呼ぶ、顔
を見ながら話をする、更衣中は入室
しない等対応をしている。自覚なく
発した言葉で傷つける事もあるかも
しれないので、ひき続き研修や話し
合いを重ねる事が求められる。

・管理者は、利用者の人格を尊重す
る取組みを継続している。
・尊厳とプライバシー保護に関し、
施設内外で研修を行い、特に忙しい
時のスピーチロック等に注意してい
る。また、ミーティングで声掛け方
法などの対応を共有している。

はっきり自分の考えを話せる方は話
し合いを行い、意思表示が出来ない
方は、表情、しぐさから本人の思い
や希望を推測し支援をしている。

事情により家族からの支援が受けら
れない方は、スタッフや近所の方等
から寄付によりその人らしい装いが
出来る様に支援している。月2回、希
望に合わせて髪カットが出来る様に
支援している

入居者からも食事が楽しみだと伺う
時があります。旬の食材、果物を取
り入れた献立に気を付けている。嚥
下状態や個々に合わせた食事形態を
工夫し、その方の力を生かしながら
食事を、又片づけをして頂いている

・食材購入、調理を事業所で行い利
用者の好みや体調に合わせ要望に応
えている。農家の頂き物を使用した
献立に変更する機会もある。
・利用者の準備や後片付けの手伝い
が少なくなったがアイランドキッチ
ンを囲んで参加している。

午前は散歩を行い、活動を促す一
方、室内で自身のペースで過ごす方
も。個別の機能訓練も行っている方
もいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

基本は自炊だが、行事食出前お弁当
を提供している。食べる量の確認一
人一人の状態を見、刻み食やおかゆ
の提供の支援をしている。水分が足
りていない場合は、本人の好みや状
況を見て、スポーツ飲料・ゼリーア
イス等で摂取している。

口腔ケアの拒否のある方には、その
方のペースに合わせ声掛けをした
り、ポリデントや口腔洗浄液も使用
している。

一人一人個々の排泄パターンを把握
しタイミングを見てトイレ誘導をし
ている。

・排泄チェック表で利用者個々の排
泄パターンを把握し、声掛けやトイ
レ誘導している。日中は17人がリハ
ビリパンツを使用し、夜間は2人が布
パンツを使用している。出来るだけ
自立出来る様に支援している。

排便状況を朝夕の申し送りで確認。
処方された下剤の服用を行ってい
る。水分摂取を促し、食事にも根菜
類や繊維質を取り入れるようにして
いる。

入浴のタイミングに合わせた声掛け
をしている。拒否される方は人を変
え時間をずらすなど工夫している。
入浴中はその方に合った話をしてリ
ラックスし楽しんで頂ける様にして
いる。シャワー浴の方はかけ湯をし
て温まって頂く。

・週2回以上の個室入浴を目指し、体
調や希望に合わせ、曜日や時間帯、
順番、職員を変えるなど工夫してい
る。座位の利用者はシャワーチェ
アー浴を利用している。ゆず湯や菖
蒲湯で気分転換や季節感を味わって
いる。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

一人一人の習慣、その日の体調に合
わせゆっくり過ごしてもらえるよう
対応をしている。居室の温度や光に
も配慮し安眠出来るようにしてい
る。集団行動にとらわれず一人一人
のペースを大切にしている。

服薬管理は薬局の方と共に行ってい
る。薬の処方ファイルで確認する。
落薬防止で、カップに薬を入れ服薬
していただいている方もいます。症
状の変化には気を配っている。

テレビの好きな方はスポーツや歌番
組を観たり、散歩に行きたい方は外
に出て歩いたりしている。コーヒー
が好きな人は家族の協力で飲んで頂
いている。

コロナ禍で制限がある為、通院時に
景色の良い道を通ったり、外の風景
を見て頂き、お話をすることで戸外
の空気を楽しんで頂いています。

・コロナ禍で外出の制限あるが、通
院時に景色の良いコースへ迂回する
など外気浴を楽しんでいる。
・外出嫌いな利用者には、ドライブ
スルーにハンバーガーを買いに誘っ
たり、事業所内のミカン狩りや花を
見に行こうなどの声掛けで対応をし
ている。

・コロナ禍で多様な制限があ
る中ですが、利用者の気分転
換、健康保持を目的に外気浴
や散歩等を継続することが期
待されます。

近くにあるお店に買い物に行ったり
している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

階段の壁に季節に合わせた絵画を
飾ったりスタッフの手作りの絵を飾
り、切り花を欠かさず飾っている。
空調には、お一人お一人感じ方が違
うので特に気を使って不快な思いが
しないような環境づくりをしてい
る。

・床暖房のリビング、廊下、階段等
木調で落ち着ける環境である。
・廊下や階段の壁、装飾棚に花や畑
の収穫野菜、利用者の絵画、塗り
絵、職員手づくりの掛け軸や絵、水
墨画、折り紙等を飾り、生活感や季
節感を採り入れている。

ホームの電話を使ったりご自身の携
帯を使って電話している。入居者さ
んが書かれた手紙を職員が投函して
いる。

ご本人の意向を大切にしている。居
室担当者を決め整理整頓をするよう
心掛けている。

・居室は担当職員が清掃や整理・整
頓、衣替え等をしている。居室の家
具や調度品は使い慣れた物や好みの
ものを持ち込み、居心地の良い環境
にしている。事業所は、介護用ベッ
ド、エアコン、防災カーテンなどを
提供している。

それぞれ自分の洗濯物を畳むことが
出来る様にしたり、食後の片付けな
ど出来る方はされています。便器の
掃除も出来る方はしています。居室
も間違えないように名前を目の高さ
で見える様に表示している。

リビングでテレビを観たり会話をし
ている方、廊下にあるベンチに座っ
て会話をしている方もいる。



56 ◎ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ◎ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

◎ 3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ◎ 4．ほとんどない

58 ◎ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ◎ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ◎ 1，ほぼ全ての職員が

◎ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ◎ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

◎ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ◎ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ◎ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ◎ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム友宝

 ユニット名 のどか

　Ⅴ　アウトカム項目



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

元々、建物の持ち主は地元の方、管
理会社も地元です。日常は、地元の
八百屋、歯科医院、お店等利用し、
日々の散歩時に地元の方や、保育
園、交番の方等と挨拶会話がある。

コロナ禍でこの2年、認知症キャラバ
ンメイトの活動も途絶えていたが、
徐々に地域包括支援センターと協力
し、地域に向けたズームで見学会を
し、認知症対応の方法などの紹介を
している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

ミーティングの時間等を利用し、管
理者と職員全員で理念を再確認、共
有しあい、実践につなげている。相
談室に、理念を掲げ常に見られるよ
うにしている。

現在は、コロナ禍なので、安全を取
り、2か月に1回の書面介護で開催し
ている。質問・アンケート用紙を同
封し、返信をしてもらっている。陽
性者が出ても感染者は出さずにいる
ので、評価をいただき、励ましの言
葉が届いている。

入居相談、生活保護の入居者の生活
の仕方等について相談を受け改善を
図っている。また、後見制度の活用
についての相談をしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

事業所の取り組みとして、ユニット
で、年に1回以上は研修と、自己点検
チェック表でチェックをしている。
また、利用者が安全に過ごせる様に
常に職員が見守り問題がある場合は
話し合って改善する等、身体拘束等
をしないケアに取り組んでいる。

事業所で虐待防止についての研修を
開き、学ぶ機会がある。適切なケア
についてミーティング時に話し合
い、職員一人一人も虐待防止の意識
は高められている。

利用料の支払い方法の改善、コロナ
禍での面会方法等、利用者ご家族後
見人からの要望を受け止め、運営に
反映させている。

自立支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会はあり、実際に成年後見
人制度を利用している入居者は、複
数いる。

入居時は、見学・面接・契約時、そ
して、入居までの間に些細な事でも
気軽に何回でも相談を受けられるよ
うな対応をしている。退去時におい
ても、退去後ご本人やご家族が安心
出来る様に説明対応をしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

代表者は、年1～2回職員の意見や提
案を聞く機会を設け反映させてい
る。今年度は、職員の交流の提案が
あり、ユニット間の夜勤者同士の交
流を行った。

管理者や職員は、地域包括支援セン
ター、行政、横浜グループホーム連
絡会、山下地域の同業者等と交流を
し、研修（オンライン）、情報共有
をして、サービスの向上に努めてい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前に、面会訪問等で聞き取りを
行い、入居者の情報を前もって職員
に周知している。入居から1週間は本
人と職員のやり取りを細かく記録す
るなどして本人が困っていることや
要望などを把握し関係づくりに努め
ている。

年に1回の面談の機会を設け、職員の
状況を把握しようと努め、各自が向
上心を持って働ける様環境整備に努
めている。処遇改善金や最低賃金等
について丁寧な説明をしている。募
集をしているが、職員の人員数は余
裕がない状況が常時である。

管理者が、管理者も含め職員全員が
事業所内外の何らかの研修を受ける
機会を設けミーティング時に職員全
員に報告や、ケアの実際について話
しあうなどして育てる取り組みをし
ている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

生活の中で本人が、したいこと出来
る所を他の入居者とも良い関係が持
てるような事も考えて、支援をして
いる。例えば、洗濯物たたみや台所
の手伝いを皆で気持ちよくできる様
な支援をする等している。

面会時にともに散歩に出掛けて頂
く、通院に同行していただく等して
家族の絆を大切にしている。毎月の
通信で家族に情報提供している。

入居前の段階でご家族から、要望質
問を伺い、また、入居の初期の段階
でも、家族等が不安に思っている
事、要望等を気軽に話してもらう
よぅな対応をしている。

初期の段階で本人家族ケアマネー
ジャーと相談し、財政状況を踏まえ
ながら、持ち込み品、寄付品、医療
対応等を相談している。

家族や親せき友人の関係が途切れな
い様、面会、電話、手紙等で繋がれ
る支援に努めている。コロナ禍の今
は、面会の制限があるが、感染者数
が少ない時に面会を再開する、面会
の内容等で判断する等、細かな対応
をしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

退去者のご家族から寄付品や毎年お
米を送ってい下さる方もいる。また
法人の会員や理事になって下さる方
もおり、逆に支援を頂いている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

日常生活で普段の何気ない会話か
ら、はっきりと言える方は直接聞
き、一人一人の希望や意向を聞き取
るようにしている。困難な場合は、
本人本位の立場で検討している。

利用者同士が良い関係を築ける様、
一人一人が孤立しない様職員がフォ
ローしている。散歩時の組み合わ
せ、ゲームや誕生日会の座席、入居
者同士のいさかいが大きくならない
様な言葉かけ等、努めている。

入居時に、病院・前施設や家族・後
見人等から情報提供をいただき、一
人一人の生活歴や暮らし方の把握に
努めている

一人一人のその日の表情や健康状態
を観察し、現状を把握しながら、共
同生活の中でや、個人での暮らしが
気持ちよく過ごせる様に、目配り気
配りをして、支援している。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

ミーティング時にカンファの時間を
設け入居者の一人一人について職員
全員で話し合い家族や関係者の意見
も反映させ、常に現状に即した介護
計画を作成している。

日々の様子を個別記録に記入し気づ
きや変化などは業務日誌にも突起し
て情報を共有しあい介護計画の見直
しに活かしている。ミーティング時
に話し合いをしている。

月2回の内科医、単発の皮膚科・整形
外科の往診、必要に応じて外部の医
療機関に受診する等医療との関係を
築きながら支援している。

室内の清潔を保つ為・移送・車椅子
などの修理等に理事の方の協力を頂
いている。ホームの畑の野菜果物を
収穫し、保育園園児さんに渡し交流
を深める

社会福祉協議会安心センターを利用
している入居者がいる。お隣の保育
園とのお付き合いがあり、散歩時に
会えるとあいさつを交わしたりして
いる。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

毎週の訪問看護時に、日常の関わり
の中で気づいた内容を伝え、往診医
につなげている

急変や事故発生時に備え緊急時のマ
ニュアルを管理者が誰もが見やすい
所に貼り慌てず速やかに行動できる
ように取り組んでいる。救命救急の
研修、応急手当の対応を受けてい
る。

避難訓練は年１回地域自治会の訓練
に参加している。ホーム内の訓練に
ついては、コロナ禍でもあり、机上
訓練になっているので、実施訓練の
必要を感じている。

入院時には、家族や後見人と同行
し、病院関係者との情報交換を丁寧
にしている。また、日常の様子や体
調等状況を記入した資料を渡してい
る。

重度化や終末期においてはなるべく
早い段階で家族の意向を伺い往診医
に立ち会い、医師からの説明を聞い
てもらって今後の方針を共有し、支
援に取り組んでいる。状態の変化に
より、適時来ていただいている。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

散歩の時間や入浴の時間等、入居者
に相談を持ち掛け、納得の上で協力
いただくこともある。入居者がその
時でなければいけないことについて
は可能な限り一人一人のペースにあ
わせ、希望に沿った支援をしている

洗顔クリーム、シャンプー等個人使
用が必要な方は、個人のものを使
い、衣類などは、ご家族に用意して
もらう。職員が代理で購入の場合は
その人らしいものを意識して購入し
ている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

本人が理解できる言葉かけに注意
し、人前での声掛けには、本人のプ
ライバシーを損なわない言葉を心掛
けている。全職員に行き渡せる為に
引き続き研修等していきたい。

常に話に耳を傾けどうしたらよい
か、一緒に考え助言をしている。そ
して、ミーティング時引継ぎ時に職
員間で共有し対応している。漢字が
書けるようになりたい、マックが食
べたい、散歩に行かない等、傾聴し
自分で決められるようにしている。

食事を楽しめるよう、落ち着いた雰
囲気でテレビを消し、音楽を流す等
している。食材購入、献立、調理は
ホームで行っているので、入居者の
好みや体調に合わせる事が出来る。
準備や片付けにも入居者のできる方
に参加してもらっている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

磨き残しがある場合は職員が仕上げ
をする。やり方が分からない時はそ
ばについて一つ一つ説明する等本人
の力に応じた口腔ケアを行ってい
る。月2回の歯科往診を受けている。

定時で声掛け、トイレ誘導したり、
失敗が多くても自身でリハビリパン
ツの交換ができるよう、居室に新し
いリハビリパンツを置いている。出
来るだけ自立出来る様に支援して一
人一人の排泄パターンに合わせたケ
アをしている。

栄養バランスに気を付け一人一人に
合った食事や水分量、形状で提供し
ている。また、箸ではなくスプーン
を付ける等、その人に応じた支援を
している。散歩後や3時のお茶時に
たっぷりお茶を注いでいる。

オリーブオイルやオリゴ糖を食事に
取り入れたり、プルーン、フルー
ツ、野菜を取り入れ適切な水分量を
提供したり、運動への働きかけ等、
予防に工夫をし、取り組んでいる。

曜日や時間帯はある程度決まってい
るがその中でも順番を変えたりと一
人一人の希望に合わせて入浴しても
らい、限られた時間の中で工夫して
いる。ゆず湯や菖蒲湯で気分転換も
季節感を味わってもらう。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

日中でも休みたい時は居室で休んで
もらったり、夜間は居室の温度調節
や、布団の種類も選び気持ちよく眠
れるように支援している。布団を干
し、寝具の洗濯を定期的にしてい
る。

処方される薬の説明書をファイルし
て職員がいつでも見られるようにし
ている。服薬前に職員によるWチェッ
クで間違いのない様して、手渡しで
服薬してもらう。薬が変わったとき
には症状の変化等気を付け、主治医
に連絡を取る様にしている。

一部の入居者は、希望に応じて欲し
いものを購入したり、お金を使える
よう支援している。郵便局や通院と
いう必要時の外出時の帰りに買い物
をする事もある。

毎日の日付が知りたい方には、カレ
ンダーを廊下に掲示、日記をつけた
い方には、ノートの用意、台所仕事
が生きがいの方には、台所の手伝
い、朝から自室の拭き掃除をしてい
る方には、雑巾の用意等している。

コロナの為外出はマスクを着用した
うえでの近所の散歩くらいしか行け
ていない。買い物は、職員が代行で
している。毎月の専門の医療機関受
診の支援をしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

希望があれば、電話をかけたり手紙
を書いたり出来る様支援をしてい
る。

居室にはこれまでの生活で使い慣れ
た物や好みのものを持ち込みなるべ
く今までと同じような環境で過ごせ
る様にしている。

「トイレ」「洗面所」等場所が分か
る張り紙をし、廊下は物を置かず車
いすを一人で動かせる様にしてい
る。歯磨きなども、自分で出来る様
に歯磨きセットの置き方を工夫して
いる。居室前には表札もかけ、自分
の部屋が分かるようにしている。

玄関や廊下に花や畑で採れた野菜や
果物を飾る。季節感を取り入れた飾
りつけをする、入居者が不快になら
ない様掃除をする等清潔に心掛けて
いる。全体がバリアフリーで車椅子
も安全である。

気の合ったもの同士で過ごしたい時
はリビングの長いソファーに座って
もらい一人になりたい時は一人用の
ソファーや自席でくつろいだり自由
に過ごせる工夫をしている。



目　標　達　成　計　画

事業所名

作成日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目     標
目標達成に
要する期間

1 35

災害時備蓄品の点検が出来
る様にする

災害時備蓄品の点検を昨年
に引き続き年1回する

1年間

2 35

コロナ禍で昨年は防災訓練
が机上訓練だったが、今年
は、災害防災訓練を実施で
きるようにする

災害防災避難訓練を12月に
開催する

1年間

3 12

コロナ禍でもスタッフが安
心して働ける環境づくりを
継続して行う

感染症対策をしながら、ス
タッフのストレスの軽減を
図る

1年間

4 12

コロナ禍でもスタッフが安
心して働ける環境づくりを
継続して行う

感染症対策をしながら、ス
タッフのストレスの軽減を
図る

1年間

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

スタッフ間の交流が出来る
工夫をする

グループホーム友宝

令和4年9月25 日

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

年1回の点検の日程を計画
書に明記（2022年12月12
日）し、実行できるように
する

11月合同会議で、実施日の
設定をする

スタッフの増員、夜勤が出
来るスタッフの確保をす
る。


